
The 2nd Joint Meeting of ESCHM-ISCH-ISB 2020 のご案内 

 

 いつも日本バイオレオロジー学会の活動へのご理解・ご協力・ご支援ありがとうございま

す。来年 9 月に福岡市で開催される The 2nd Joint Meeting of ESCHM-ISCH-ISB 2020 のご案内

です。ESCHM-ISCH-ISB とは European Society for Clinical Hemorheology and Microcirculation、

International Society for Clinical Hemorheology、International Society of Biorheology の 3 学会で、

昨年ポーランドの古都クラクフで第 1 回の 3 学会合同会議が開催されました。コペルニク

スを生んだポーランド最古の Jagiellonian 大学で行われた合同会議は素晴らしいものでした。

今回のわが国での開催招致につきましてはこれをモデルに、昨年より本学会の理事や評議

員の先生方と協議を重ね、昨年末に 3 学会へ招致計画書を提出致しました。 

その甲斐あって今年 3 月末にわが国での開催決定の通知を頂きましたが、その後も関連

の先生方とは書面回議を重ねて参りました。副理事長の後藤先生、大橋先生、金田先生や前

回のクラクフでの第 1 回合同会議に参加された関先生には貴重なアドバイスを頂きました。

厚く御礼申し上げます。ちょうど開催まで 1 年となり、これからが準備本番です。 

日本バイオレオロジー学会はこれまで 1981 年に第 4 回 ISB 学会（東京）、1992 年に第 8

回 ISB 学会（横浜）を主催し、2010 年に第 5 回環太平洋レオロジーカンファレンス（札幌）、

2016 年に第 17 回国際レオロジー学会（京都）を日本レオロジー学会と共催しており、今回

はそれ以来の開催となります。来年東京オリンピック・パラリンピックが終わって福岡市内

中心部での開催です。会員の先生方におかれましては学会へのご登録、シンポジウムへのご

参加、演題のご提出などさまざまな面でご協力を賜りましたら幸甚です。 

今後とも The 2nd Joint Meeting of ESCHM-ISCH-ISB 2020 の成功に向けて先生方のご理解と

ご支援を切にお願い申し上げます。 
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